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し，そこから「郷戸J 1"里J 1"寄口 J 1"房戸J 1"四隣五保」などの制度が実体的か擬制的か論じたのは，そ
の顕著な一例であり，郡(評)の成立や越前国の生江臣東人の例によってアジア的共同体の解体の特質
を明らかにしたのも，それである。
ただ，本論文が，このように整然とかっ厳密に論述されているだけに，反対に，不足している点に気
付かされることがないでもなし、。その最大のものは，古代村落の景観・生活・政治などの具体的論述が，
もう少しはあってもよかったのでなし、かという点である。それは著者がはじめから意図せず，むしろ意
識的に捨象した側面であるかとは思われるが，にもかかわらずそれをいうのは，論述が著者の基本的社
会構成と考える村落だけに絞られており，とくに「共同体」から疎外または別扱いあるいは排除されて
いる人々，山民・海民，蝦夷・隼人，渡来人などが，混住・往来・交易した村落の有様を把握する手掛
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りを，本論文から得ることが難しいからである。古代の「賎」の意味が「奴隷」概念と同じかどうか，
これとケガレとの関係はどうかも，古代村落にとって大切な問題であろう。また，本論文は，律令国家
として完成した古代社会の体制を論ずるについて「古代的土地所有」という概念を用いているが，著者
の論旨からしてもこれはやや不正確な適用ではなかろうか。それは，古典的概念としての「古代的〔ロー
マ法的〕所有」とは異なるものであり，論述からすればむしろ「支配」の語にふさわしいように思われ
る。こうした少々の説明不足までをあげつらうのは，本論文のような歴史上の基本問題を扱った大規模
な論述を批評する際には，必ずしも妥当でないかもしれないが，本論文がまことによく整っており，そ
のすぐれた論述は，学界でもその価値を十分に認められていると判断されるからに他ならない。
以上のことからもすでに明らかなように，本論文は，単に現在の日本古代史研究に新たな進展を加え
たのみならず，今後の研究の発展のためにも大きな寄与をもたらす力作であると考えられる O よって本
研究科委員会は，本論文を文学博士の称号を授与するに十分に価するものと，認定するものである。
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